
上半期で記述したことを下半期でも取り組んでいく。（年間通して取り組んでいく）

１）学力の概要と要因の分析
毎年概ね学習意識・生活意識は、市平均より高い水
準を保っている。昨年度の結果を見ると、本校では、
学習・生活習慣ともに低学年は高い傾向が見られる
が高学年になるとやや低い児童が多い。

（２）調査結果より
○国語科では、概ね市平均を上回っている。内容で
は、説明的な文章での正答率が高かった。高学年で
の国語の学習意識が低いことが課題である。
〇算数科では、どの学年も市平均を上回っている。高
学年での図形問題を苦手とする児童が多いとみられ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇
社会科、理科では、どちらもすべての学年で市平均を
上回っており、学習したことが定着していると言える。
〇生活意識調査では、「朝ご飯を毎日食べますか」や
「一日に学習をどのくらいしますか」などで市平均より
もよい結果となっており、基本的な生活習慣が身につ
いていると言える。

進んで学び、最後まで粘り強く課題に取り組む子の育成。教科横断的な視点さらに、主体的・対話的
で深い学びができるような授業づくりを推進し、PDCAをどの教科・領域においても循環させながら、質
の高い学びを実現し確かな学力を育んでいく。

（１）健やかな体に関わる児童の実態
・令和４年度の市の平均と比べると、朝食の摂取率が
とても高い。また、睡眠時間も多いことが分かる。
・令和４年度の市の平均と比べると、一日の運動時間
が少ないことが分かる。
・令和４年度の市の平均と比べると、５０ｍ走、２０ｍ
シャトルラン反復横跳びが極めて低いことが分かる。
➡スピード、持久力、敏捷性を高めていくことが今後
の課題である。

（２）これまでの学校の取組状況
　体力テストの結果を分析していたが、足りない力に
フォーカスした運動はしていない。日常的な運動の
きっかけになるように、一校一実践運動で体育朝会
（ラジオ体操、リズムジャンプ、ペース走）、体育集会
（斎藤分ストレッチ、大縄跳び）に取り組んだ。リズム
ジャンプやペース走は、休み時間にも取り組んだ。今
年度からは、スピードや持久力、敏捷性を高めるため
の運動を意図的に取り入れていく。

①今年度、来年度、再来年度・・・と、体力テストの５０ｍ走と２０シャトルラン、反復横跳びの平均が前の年を上回る。
②健康な生活を実践する態度、自己の健康のために主体的に課題解決する力を育む。
③心身の健康な生活を実践する態度を育む。

目標を実現するための具体的行動プラン 目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

○「自ら課題を見いだして取り組む力」
・学習の基盤となる「言葉の力」を、全教育課程で言語活動の充実を図りながら育む。
・どの教科でも主体的に問題を発見したくなる課題を設定し、問題を発見する力を高める。
・国語を要として、教科横断的に児童の言葉の力を育てる。
・日常生活等から、問題を見出す行動や見通しをもった観察・実験などの充実によりさらに学習
の質を向上していく。

○「主体的に取り組む態度」
・学習過程で友達との対話を通して、共に考え学び合える授業を行う。
・学んだことを他の教科や日常生活、人生や社会に生かそうとする力を養う。
・確実な計算力や語彙力をつけるため、進度に合わせた練習だけではなく、一人ひとりの苦手
な部分等についても反復して練習する時間をつくる。

上
半
期

①今年度、来年度、再来年度・・・と、体力テストの５０ｍ走と２０シャトルラン、反復横跳びの平均が前の年を上回
る。
（１）体育朝会や体育集会で、持久力の向上に重点を置いた活動を十分に実施する（ペース走など）。
（２）鬼ごっこ系など短距離を速く走る運動や遊びを休み時間などにたくさん行えるよう、各クラスに推進する。（クラ
ス遊びカードの配布、体育委員会からの声かけ）
※スピードに重点を置いた活動や遊びを、体育朝会などの全校で行うことは難しい。
（３）体育協会など専門家と連携する。

②健康な生活を実践する態度、自己の健康のために主体的に課題解決する力を育む。
（１）児童が運動の楽しさや喜びを味わい、運動の日常化につなげられるよう、対話による課題解決や学習　資料
の活用等を実践し、体育科学習の充実を図る。
（２）教職員の体育実技・安全研修を行い、体育科学習の充実を図る。

③心身の健康な生活を実践する態度を育む。
「節度、節制」の重視による「自立を意識して自分の生活を見直し、節度を守り、節制を心がける」態度の育成を目
指した道徳づくり。

今年度の目標 健やかな体に関わる本校の状況
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上半期で記述したことを下半期でも取り組んでいく。（年間通して取り組んでいく）
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学力向上アクションプラン 健やかな体の育成プラン

今年度の目標

重点取組分野 具体的取組 重点取組分野 具体的取組

授業改善
➀学習マークやデジタルタイマー、ミニ黒板などを活用し、ユニバーサルデザインの授業を行い、どの子も基礎・基本をしっかり定着できるよう
にする。タブレットなどのICT機器を活用して個別最適な学び・協働的な学びを進める。②資質能力を高めるための指導と評価の一体化を図り
ながら授業づくり、改善を行っていく。③重点研究では、「主体的に学習に取り組める子どもの育成」を研究主題とし、本年度から国語を教職
員全員で、研究し、授業に生かしていく。

健康教育
・健康な生活を実践する態度、自己の健康のために主体的に課題解決する力を育む。
・心身の健康な生活を実践する態度を育む。
・家庭や地域と連携し、スピードと持久力、敏捷性の向上に重点を置いた取組を実施する。

担当 重点研究推進委員会 担当 体育部

学力向上に関わる本校の状況

　                                            　　「ひびきあう心　輝く笑顔　ふれあいの丘　斎藤分」

  （知）  進んで学び、最後まで粘り強く課題に取り組むようにします。
  （徳）  豊かな関わりを通して、思いやりの心をもち、自分も人も大切にするようにします。
  （体）  運動や体力づくりを通して、心身ともに健やかに生活するようにします。
  （公）  進んで人とつながり、地域や社会の一員としての自覚をもつようにします。
  （開）  様々な人との関わりを通して、多様な考えにふれ、共生する力を育むようにします。

　本校児童は、全体的に穏やかで、素直に何事にも
一生懸命取り組むことができる。ほとんどの学年が単
級で6年間過ごすためお互いのことをよく理解し優し
い声かけをすることができる。また他学年との関りも
多く特にペア学年と様々な行事を通してお互いを思い
やって過ごすことができる。小規模校のため、どの児
童も一人一役を担い、行事の際にはどの学年でも、
意欲的に自分の役割を果たそうとしている。
　一方で、友達と上手に触れ合っていこうとする気持
ちのあまり、自分の考えを表に出すのをためらってし
まったり、自分らしさを抑えてしまったりするなどの傾
向もみられる。

心身ともに健康な子どもの育成、そしてふれあい活動や道徳の時間を中心にして、
他を思いやる豊かな心の育成を図る。

目標を実現するための具体的行動プラン
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【道徳教育】道徳科を要とした学校の教育活動全体を通した道徳教育
○道徳科において児童・生徒がより多面的・多角的な見方へと発展させられるようにする。
○道徳科において児童生徒が道徳的価値の理解を基に、自己を見つめ、考えを深められるよう
にする。

【体験活動の充実】
○年間を通して気持ちのよい挨拶ができるように、クラス・ふれあいグループの始まりの時には
自己紹介をしあいお互いのことをもっと理解できるようにする。校門に立っている職員や廊下で
すれ違う職員に自分から挨拶ができるよう計画委員が計画した振り返りカードを活用する。
○６年生を中心とした縦割りグループ（ふれあいグループ）を作り全校遠足・集会を行っていく。
集会は、輪番で各学年が計画するなど、リーダーシップと共に、サポートしていく気持ちも育てて
いく。

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

＜自分づくりに関する力＞

具体化した資質・能力

○自分らしさを発揮しようとする姿勢
○他者を理解する態度・自己を理解する姿勢
○様々な情報を活用・選択する力
○伝え合うことで自分の考えを深化させる力

下
半
期

【体験活動の充実２】
○引き続きふれあいグループでの活動を深めていく。特に丘リンピックでは、ふれあい長縄にと
りくみ、お互いを思いやって一つの活動に取り組んだりそれぞれの学年に任された仕事を責任
をもってなしとげられるようにする。また地域の方も参加できるような内容を組み込んでいく。
日々の学習でも、地域材や地域の教育ボランティアを活用していく。

【確かな人権感覚・意識の育成】
○Y-Pアセスメントを含む子どもの社会的スキル横浜プログラムを計画的に活動し、学級や子
ども個人の課題を把握し、全教職員で「誰もが安心して豊かに」過ごせる学級風土づくりを目指
していく。
○支援の必要な子どもに対して、個別の教育支援計画や指導計画を作成し、全教職員で、身
につけたい力や指導の仕方などについて共通理解を図っていく。

中期取組目標

・子どもの思いを大切に受け止めながら、「一人ひとりの子どもの心に配慮した学校づくり」を行っていきます。
・いじめの未然防止、また一方で、いじめが生じても迅速に組織的対応が取れる校内体制の構築を図っていきます。
・主体的に学習に取り組める子どもの育成を目指し、対話的で深い学びのできる授業づくりを行っていきます。
・心身ともに健康な子どもの育成、また「道徳」の時間を活用しながら、他者を思いやることのできる豊かな心の育成を図ります。
・学校運営協議会での議論を主軸としながら、保護者や学校地域に開かれた学校運営を行っていきます。

道徳教育
①学校や地域で、自ら進んで気持ちのよい挨拶ができるようにしていく。また、SSTの視点を取り入れた指導を積み重ねることで、思いやりの心を育み、自他
を大切にしていこうとする態度を育て道徳的な判断力を養っていく。
②年間を通した異学年交流を行い、ねらいを明確にした全校遠足など縦割り（ふれあいグループ）での活動を行うことによって実践意欲と態度などの道徳性
を養っていく。

担当 道徳部

学校教育目標 豊かな心に関わる本校の状況 今年度の目標

横浜市立 斎藤分小学校 令和５年度 豊かな心の育成推進プラン

中期取組目標実現に向けた「三つのプラン」
重点取組分野 具体的取組


